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キャンセル規定について 
 

お申し込みフォームへのご入力・ご提出、または費用のお支払いのいずれか早い日付が「お申し

込み日」となり、その時点よりキャンセル規定が適用されます。 
 
お申し込み後に契約を解除される場合は、下記のキャンセル料をお支払いいただきます。 
 
 
また、キャンセルをご希望の際は、担当者へご連絡ください。 
当校では、担当者へご連絡いただいた日時をもって、正式なキャンセル受付日とさせていただき

ます。 
 
下記のキャンセル規定は、新キャンパスにお申し込みいただいた方を対象として適用されます。 
 
新キャンパスの所在地は、以下の通りです。 
ABC HOTEL & RESIDENCES BUILDING 15F, Salinas Drive, Lahug, Cebu City, Philippines 
 
 
 

新キャンパスでのキャンセル規定 
 

１．留学/通学開始前のキャンセル 
 

留学開始日の30日前までにキャンセルされた
場合 
 

入学金以外の授業料＋寮費を返金いたしま
す。 

留学開始日の14日前から29日前までにキャ
ンセルされた場合 
 

入学金に加えて、2週間分の授業料＋寮費を
差引き返金いたします。 

留学開始日の7日前から13日前までにキャン
セルされた場合 
 

入学金に加えて、3週間分の授業料＋寮費を
差引き返金いたします。 

留学開始日の前日から6日前までにキャンセ
ルされた場合 
 

入学金に加えて、4週間分の授業料＋寮費を
差引き返金いたします。 

 
※留学開始日を基準日といたします。なお、キャンセルの受付は当校の営業日（平日）8時から
17時までとし、それ以降にいただいたご連絡は翌営業日の受付扱いとなります。 
 
※ご留学期間を短縮される場合も、上記のキャンセル規定が適用されます。 
 
２．留学/通学開始後のキャンセル 



 
 

 
 

留学開始後にキャンセルされる場合​
（留学開始日当日を含みます。）​
 

入学金に加え、キャンセルのご連絡を当校が
受領した翌週を起算日として、4週間分の授
業料および寮費を差し引いた金額を返金いた
します。 

 
※ 入学金およびすでにお支払いいただいた諸費用（SSP、ACR Iカード、ビザ延長費、教材費な
ど）は、返金いたしかねます。 
 
※ご留学期間を短縮される場合も、上記のキャンセル規定が適用されます。 
 
 
 
 
３．規則違反による退学の場合 
 

当校の規則に違反したことによる退学の場合、いかなる返金もいたしかねます。 

 
 
 
 



同意および規約・規定・免責事項・規則遵守に関する規定 

ご留学のお申し込みに際しては、各種規約・規定・免責事項・規則を必ず事前にご確認いただ

き、内容を十分にご理解いただいたうえでお手続きください。ご不明な点がある場合は、必ず事

前に当校までお問い合わせください。 

 

お申し込みが完了した時点で、本規約のすべての内容にご同意いただいたものとみなします。な

お、入学時のオリエンテーションにおいても、本規約への同意書にご署名いただきます。 

 

学校規則に違反した場合、いかなる理由であっても免責は認められません。すべての規則は、ご

自身で確認・理解のうえ、遵守していただく必要があります。 

 

本規約は2025年7月より、新キャンパスにおいて施行され、新キャンパスにご留学をお申し込み
いただいたすべての方に適用されます。また、本規約は当校の判断により予告なく変更される場

合があり、変更後は新しい規則が適用されますので、あらかじめご了承ください。 

 

校内に設置されている掲示板には、規約の変更や重要なご案内が掲示される場合があります。

掲示内容は、必ず定期的にご確認ください。 

​
また、本規約に明記されていない事項についても、学校管理者や職員、掲示板を通じて出される

指示に従っていただきます。 

 



学校の権利に関する規定 
Cebu Business English Academy（以下「当校」）は、安全で秩序ある学習環境を維持し、すべて
の生徒が安心して学習できるよう、以下の権利を有します。 

 

1. サービス内容の決定および変更に関する権利 

当校は、学校規約、各種コース、カリキュラム、食事メニューなど、提供するサービスの内容を決

定し、必要に応じて予告なく変更する権利を有します。 

また、レッスンの座席や受講時間、滞在する寮の部屋割り、担当講師の決定等についても、当校

の裁量により適切に割り当てを行う権利を有します。 

 

2. 各種料金の改定に関する権利 

当校は、為替レートの変動、政府の政策変更、社会情勢などを踏まえ、授業料、寮費、食費、そ

の他の現地諸費用について、随時料金を改定する権利を有します。 

 

3. 講師の配置および交代に関する権利 

当校は、講師の能力、パフォーマンス、勤務態度等を総合的に判断し、適切と認められない場合

には、担当講師を変更する権利を有します。 

 

4. 校内管理および保安措置に関する権利 

当校は、生徒の安全および校内の風紀維持を目的として、防犯カメラの設置や職員による巡回

などを通じて、校舎内を管理する権利を有します。 

 

5. 荷物検査の実施に関する権利 

当校は、安全確保および風紀維持のため、必要に応じて生徒の所持品に対し、荷物検査を実施

する権利を有します。 

また、当校の施設内はすべて禁酒・禁煙です。これには電子タバコ、ベイプ、シーシャなども含ま

れます。 



校内、部屋、ベランダ等で空き缶、空き瓶、吸い殻など、違反が疑われる物品を発見した場合、

当校は状況に応じて退学処分を含む厳正な対応を行う権利を有します。 

 

6. 寮への立ち入りに関する権利 

当校は、清掃や設備の点検・修繕、規則違反の疑い、または緊急事態が発生した場合には、事

前の通知なく寮のお部屋へ立ち入る権利を有します。 

なお、立ち入りの際に校則に違反する物品等が発見された場合には、当校は退学処分を含む厳

正な対応を行う権利を有します。 

 

7. 法律違反の通報に関する権利 

生徒がフィリピン共和国の法律に違反していると当校が判断した場合、当校は当局に通報し、必

要に応じて適切な法的措置をとる権利を有します。 

また、法令違反に該当しない場合であっても、一般的な感覚に照らしてモラルに反する行為、ま

たは他の生徒やスタッフに著しく不快感・迷惑を与える行動が確認された場合には、当校は退学

処分を含む厳正な対応を行う権利を有します。 

 

8. 感染症対策に関する権利 

当校は、生徒に伝染病の疑いがあると判断した場合、病院での診察を指示する権利を有しま

す。これにかかる医療費は生徒の自己負担となります。 

また、感染拡大を防止する目的で、当校の判断により授業を休んでいただくことがありますが、そ

の際の補講や返金等には応じかねます。復帰にあたっては、医師による診断書または検査結果

の提出が必要となります。 

 

9. 部屋移動の指示に関する権利 

当校は、感染症の拡大防止やその他やむを得ない事情がある場合、当校管理者の判断により、

生徒に対して寮の部屋移動を指示する権利を有します。 

 

※本規定は、学校運営上の必要に応じて予告なく変更される場合があります。 

 
変更履歴 
作成日 2025年5月14日 



免責事項および注意事項 

当校では、安全で快適な学習環境の提供に努めておりますが、以下の事由に起因する損害・不

利益等については、原則として一切の責任を負いかねます。あらかじめ内容をご確認のうえ、お

申し込み・ご渡航をお願いいたします。 

 

1. 営業日・祝日に関する免責事項 

フィリピンおよびセブ州の祝日は、直前に制定されたものも含め、政府の定めに従って適用され

ます。祝日にあたる日は休校となり、原則として授業の補講・振替は行っておりません。あらかじ

めご了承ください。 

 

2. 不可抗力（自然災害・感染症等）に関する免責事項 

台風、地震、洪水などの自然災害、感染症の蔓延（例：新型コロナウイルス）、航空機の遅延・欠

航、政府や当局の規制、紛争や急激な治安悪化、公共インフラ（電気・水道・通信等）の供給停

止、ストライキ等、予測不能かつ当校の管理外にある事象により発生した損害・不利益につい

て、当校では一切の責任を負いかねます。 

また、これらに起因して授業やサービスの提供が困難となった場合も、補償の対象外とさせてい

ただきます。 

 

3. インフラ・建物管理に関する免責事項 

フィリピンでは、電気・水道・インターネット等のインフラが日本と比べて不安定な場合がありま

す。停電、断水、通信障害などが発生し、授業や生活に支障が出た場合でも、当校では一切の

責任を負いかねます。 

また、建物の避難訓練や害虫駆除などの施設管理業務により、レッスンの受講や寮への滞在が

一時的に制限されることがありますが、これについても免責とさせていただきます。 

 

4. 貴重品および私物の管理に関する免責事項 

貴重品は、鍵付きスーツケースや所定のロッカーなどを利用し、ご自身の責任で管理をお願いい

たします。校内外を問わず、紛失・盗難等が発生した場合でも、当校では一切の責任を負いかね

ます。 

 



5. 個人的活動および学校主催アクティビティに関する免責事項 

外出、外食、観光、週末旅行などの個人的な活動中、または学校主催の各種アクティビティへの

参加中に発生した事故、盗難、事件、紛失、その他の損害についても、当校では一切の責任を

負いかねます。すべて自己責任のもとでご参加ください。 

 

6. 健康状態・アレルギーに関する免責事項 

持病をお持ちの方は、万が一に備え、事前に当校までご申告ください。精神的なご不安がある場

合も同様にご申告をお願いいたします。 

なお、精神的に不安定な状況が見受けられ、当校が問題と判断する行動が確認された場合、安

全および運営上の観点から、退学処分とさせていただく場合がございます。その際の返金等に

は応じかねます。 

アレルギーをお持ちの方は、学校で提供する食事の内容を自己判断のうえお召し上がりくださ

い。万が一、当校提供の食事が原因で症状が発生した場合でも、当校では一切の責任を負いか

ねます。 

 

7. 海外旅行保険に関する免責事項 

ご留学にあたっては、必ず海外旅行保険にご加入ください。保険未加入による医療費負担、受診

手続きの煩雑化、サポート不可等により生じた損害について、当校では一切の責任を負いかね

ます。 

特に、保険未加入者への医療機関受診サポートは保証いたしかねます。健康状態や既往歴を

踏まえ、事前に医師と相談のうえ、適切な保険プランにご加入ください。 

 

8. 人間関係に関する免責事項 

生徒同士のトラブルは、当事者間で解決していただくものとし、当校は仲裁の責任を負いませ

ん。また、トラブルに伴う損害や不利益についても、一切の責任を負いかねます。 

さらに、講師やスタッフとの私的な交流に起因する問題が発生した場合も、当校は関与および責

任を負うことはできません。 

 

9. 第三者提供サービスに関する免責事項 

当校が手配を代行する送迎サービス、ホテル、保険、航空券等の第三者が提供するサービスに

起因するトラブル（遅延、損害、対応ミス等）についても、当校では一切の責任を負いかねます。 



 

10. 未成年者に関する免責事項 

未成年者の留学については、すべて保護者の責任のもとで行っていただきます。当校は保護者

に代わる監督責任を負わず、万が一問題が生じた場合でも、当校は一切の責任を負いかねま

す。 

 

11. 免責事項の変更について 

本免責事項は、当校の判断により内容を予告なく変更する場合がございます。最新の情報は、

お申し込み前またはご渡航前に当校までご確認いただきますようお願いいたします。 

 

 
 
 
 
 
 
変更履歴 
作成日 2025年5月14日 
 
 



迷惑行為・破壊・汚染に関する規定 

当校では、すべての生徒が快適に学習・生活できる環境を維持するため、以下のような迷惑行

為、破壊行為、汚染行為を禁止しております。いずれも当校の管理スタッフが一般的な社会通念

に基づいて判断し、必要に応じて厳正な対応を行います。 

 

1. 迷惑行為に関する規定 

迷惑行為とは、他の生徒や講師、スタッフを含む関係者に対して不快感や嫌悪感を与える行為

を指します。具体的には以下の例を含みますが、これに限りません。 

●​ 騒音（大声、音楽の音量過多、ドアの開閉音など） 

●​ 悪臭・異臭の発生（清潔でない衣類、室内の不衛生、強い香水など） 

●​ 誹謗中傷・差別的発言 

●​ 宗教・ビジネス・その他サービスに関する勧誘行為、またはこれに類する一切の行為 

●​ その他、一般的な社会常識に照らして不適切と判断される行為​

 

※判断が宗教的・文化的背景に関わる場合でも、当校の管理スタッフによる中立的かつ常識的

な判断を優先とします。​
 ※精神疾患等をお持ちの方に対しても、特別な免責は設けず、上記と同様の基準で判断いたし
ます。 

対応方針：​
 原則として、同様の迷惑行為に対して3回の注意・指導を受けた場合は退学処分とします。​
 ただし、悪質な場合や他者への被害が重大と判断される場合には、初回であっても退学処分の
対象となることがあります。 

 

2. 破壊行為に関する規定 

当校が所有する備品・設備、または他の生徒が所有する私物を故意に破損・破壊した場合、該

当する物品の修理または弁償をしていただきます。​
 破壊の程度や故意性の有無を問わず、状況によっては退学処分とする権利を当校は有します。 

※対応の判断は、当校管理スタッフの一般的な価値観に基づき行います。 

 

3. 汚染行為に関する規定 

教室、寮、共用スペース等において、施設や備品を著しく汚損・汚染した場合は、清掃・復旧にか

かる費用を実費にてご負担いただきます。 



経年劣化や通常使用に伴う汚れは対象外ですが、著しい汚染と判断される場合は、当校管理ス

タッフの判断に基づき弁済を求める場合がございます。 

共有設備はすべての生徒が利用するものですので、使用後は適宜清掃を行い、他者に配慮した

状態での利用を徹底してください。 

 



盗難・紛失・事件・事故への対応に関する規定 

 

当校では、生徒の皆さまが安心して生活できる環境の提供に努めておりますが、万が一、盗難・

紛失・事件・事故などのトラブルが発生した場合には、以下の対応方針に基づいてご対応いただ

きます。 

 

1. 原則的な対応について 

校内外を問わず発生した盗難、紛失、事件、事故について、当校は一切の責任を負いかねま

す。当事者間の問題や外部要因によるトラブルについては、自己責任にてご対応いただくことと

なります。 

 

2. 保険会社への提出書類（ポリスレポート）について 

盗難・紛失・事件・事故の内容によっては、保険会社への申請に際してポリスレポート（警察報告

書）の提出が必要になる場合があります。​
当校では、生徒が警察署に相談・申請を行う際の情報提供や手続き案内等のサポートは可能で

すが、引率は原則として行っておりません。 

 

3. 引率が必要な場合の対応 

どうしても引率を希望される場合は、事前相談のうえ、半日あたり1,500ペソの引率費用を頂戴い
たします。​
なお、引率対応は当校のフィリピン人スタッフが行います。日程や対応可否はスタッフの勤務状

況によって変動いたしますので、あらかじめご了承ください。 

 



貴重品の管理に関する規定 

当校では、生徒の皆さまが安心して学習・生活できる環境を保つため、貴重品の管理について

以下の規定を設けております。 

 

1. 基本的な管理方法 

現金、パスポート、電子機器、貴重な書類などの貴重品は、鍵付きのスーツケース等にて、ご自

身で責任をもって管理してください。​
 盗難・紛失が発生した場合でも、当校では一切の責任を負いかねます。 

 

 

2. 管理スタッフによる一時保管（例外対応） 

どうしても個人での管理が難しい場合は、管理スタッフにご相談のうえ、例外的に一時保管を依

頼することが可能です。ただし以下の条件にご注意ください： 

 

・保管はあくまで一時的な措置であり、卒業日までに必ずご自身で回収してください。 

・管理スタッフからの返却通知や呼び出しは行いません。ご自身の責任で申し出・回収を行ってく

ださい。 

 
 



清掃に関する規定 

当校では、快適で衛生的な学習・生活環境を維持するため、以下の通り清掃に関する規定を設

けております。 

 

1. 清掃の実施について 

寮のお部屋は、生徒ご自身で適宜清掃を行っていただきます。掃除用具は各お部屋に設置して

おりますので、ご自由にご利用ください。 

掃除用具が不足している、または故障している場合は、速やかに管理スタッフまでご連絡くださ

い。 

 

2. 清掃不備・著しい汚損があった場合の対応 

お部屋や共用スペースの使用状況が著しく不衛生であると当校が判断した場合、清掃にかかる

費用を保証金から差し引かせていただくことがあります。 

 

また、清掃を怠ることで他の利用者に迷惑をかける行為が繰り返される場合には、警告や指導、

必要に応じて退去・退学などの措置をとる場合があります。 

 



服装に関する規定 

当校では、他の生徒や講師、地域住民との良好な関係を保ち、学習にふさわしい環境を維持す

るため、以下の通り服装に関する規定を設けております。 

 

1. 室外での過度な露出を伴う服装の禁止 

施設敷地内（寮・教室・共有スペース等）および近隣の屋外において、過度に肌の露出がある服

装は禁止とします。​
 判断基準は、当校管理スタッフの一般的な価値観と社会通念に基づいて行います。 

 

2. 禁止される服装の例 

以下のような服装は、原則として着用をご遠慮ください： 

●​ 極端に短いショートパンツ、ミニスカート 

●​ 肩紐のないトップス、チューブトップ 

●​ 胸元の大きく開いた服（キャミソール等を含む） 

●​ お腹や背中が大きく露出するクロップトップ 

●​ 水着・ビキニ・タンクトップでの登校や移動 

●​ 透けている素材で下着が見える服 

●​ タトゥーや入れ墨が大きく見える服装（半袖・ノースリーブ等で大きく露出する場合を含

む）​

 

※レッスン中、食事中、施設内での移動時は、清潔感のある服装を心がけてください。​
 ※屋外でのアクティビティ時に服装に迷われた場合は、事前にスタッフへご相談ください。 

 

3. 服装規定に違反した場合の対応 

当校が不適切と判断した服装については、着替えの指示または注意を行う場合があります。​
 複数回の違反があった場合や、指示に従わない場合は、警告・指導・最終的には退学処分を含
む厳正な対応を取ることがあります。 

 



異性の部屋への立ち入りに関する規定 

当校では、施設内の秩序とプライバシー、ならびに全生徒の安全と安心を確保するため、異性の

部屋への立ち入りを一切禁止しております。 

 

規定内容 

異性の部屋への立ち入りは、いかなる理由であっても一切認められません。​
 これには、短時間の訪問、荷物の受け渡し、緊急時の一時的な入室など、すべての状況を含み
ます。 

 

規定違反時の対応 

本規定に違反した場合、即時退学処分の対象となります。​
再三の注意や事情の有無にかかわらず、当校では重大な規則違反として厳正に対処いたしま

す。 

 



酒・禁煙に関する規定 

当校の施設内（校舎・寮を含むすべての敷地内）は、全面的に禁酒・禁煙となっております。喫煙

をされる際は、当校が指定する喫煙所をご利用ください。 

喫煙には、紙巻たばこに加え、電子タバコ、加熱式たばこ（ベイプ）、葉巻、シーシャ（水たばこ）な

ど、類似製品を含みます。 

施設内での飲酒や喫煙が確認された場合、または空き缶・空き瓶・吸殻等の飲酒・喫煙の痕跡

が確認された場合も、当校は重大な規則違反とみなし、退学処分を含む厳正な対応を行いま

す。 

 



施設内での調理に関する規定 

当校では、生徒の安全と衛生環境を守るため、施設内での調理行為に関して以下の規定を設け

ております。 

 

1. 調理が認められる対象 

施設内での調理は、事前に許可されたお部屋およびご家族で滞在されている方に限り、一定の

条件のもとで認められます。 

●​ ガス器具（カセットコンロ、ガスバーナー等）の使用は禁止です。​
 

●​ 揚げ物など、油を大量に使用する調理も禁止とします。​
 

●​ 使用可能な調理器具については、当校へ事前にご相談いただき、許可されたもののみご
使用ください。 

​
 

2. 調理が認められない対象 

上記に該当しない一般の生徒様に対しては、一切の調理を禁止しております。​
無断で調理行為を行っていたことが判明した場合、または調理器具の持ち込み・使用が発覚した

場合には、退学処分を含む厳正な対応を行います。 

 

 

3. 調理器具の貸出および費用について 

調理器具の貸出内容や費用については、必要に応じて当校までお問い合わせください。貸出の

可否や条件は、滞在形態や使用目的に応じて判断いたします。 

 



ルームキーの紛失に関する規定 

ルームキーは、寮での生活において重要な個人管理物となります。生徒の皆さまは、鍵を大切に

取り扱い、常に自己管理を徹底してください。 

 

1. 紛失時の対応 

ルームキーを紛失した場合は、速やかに管理スタッフまでご報告ください。​
 紛失に伴う鍵の再発行・交換対応にあたり、以下の費用をご負担いただきます： 

●​ 鍵の実費（ロック交換が必要な場合を含む）​
 

●​ 対応手数料：500ペソ​
 

 

2. 管理のお願い 

鍵の紛失を防ぐため、外出時や移動時には常に鍵を身につけて保管するようにしてください。無

断での複製や他者への貸与は禁止です。 

 



未成年者の外出に関する規定 

当校では、未成年の生徒の安全確保と生活指導の一環として、以下の通り外出に関する規定を

設けております。 

 

1. 夜間外出の制限 

未成年の生徒については、22時以降の外出を禁止します。​
 やむを得ない事情がある場合には、事前に管理スタッフへご相談ください。 

 

2. 規定違反時の対応 

この規定に複数回違反した場合は、注意・警告の上、退学処分となる可能性があります。​
 安全上の観点からも、規則は厳守してください。 

 

3. 外出中のトラブルに関する免責 

日中の場合であっても、外出中に発生した事故、事件、盗難、紛失などのトラブルや損害につい

て、当校は一切の責任を負いません。外出は自己責任のもと、十分な注意を払って行動してくだ

さい。 

 



退学および注意勧告に関する規定 
 

当校では、生徒全員が安心・安全に学び、快適な環境で生活できるよう、各種規則に反する行為

に対しては、必要に応じて注意、警告、あるいは退学処分を含む厳正な対応を行います。​
 判断は当校の管理スタッフが、一般的な社会常識・価値観に基づいて行います。 

 

1. 規則違反に対する基本的な対応 

次のような行為に該当する場合、注意・警告を複数回受けたにもかかわらず改善が見られないと

判断されたときは、退学処分の対象となります： 

●​ 各種学校規則や行動規定（服装・迷惑行為・清掃・寮内ルール等）への継続的な違反​
 

●​ 他の生徒・講師・学校運営に悪影響を与える言動・行動の反復​
 

また、内容が悪質であると判断された場合は、初回であっても即時退学処分となることがありま

す。 

 

2. 初回であっても退学処分となる重大違反行為 

以下のいずれかに該当する行為が確認された場合、注意・警告なしに即時退学処分となります： 

●​ 学校内外での暴力行為、詐欺、窃盗などの加害者としての関与 
●​ 講師との交際や、性的接触・それに準ずる行為 
●​ 当校の許可なく、部外者をコンドミニアム内に立ち入らせた場合 
●​ 管理スタッフの書面または電子メールでの許可なく、講師と直接交渉し追加授業やオンラ

イン授業等を実施した場合、並びに講師の引き抜き行為 
●​ 悪質な迷惑行為 
●​ 学生・講師間における物品販売、金銭の貸し借り、文書の配布行為 
●​ 異性の部屋への立ち入り 
●​ 飲酒、喫煙行為 
●​ その他各種規約・規定に反する行為で当校スタッフが悪質と判断した行為​

 

 

3. 警告対象となる行為 / 注意喚起に関する事項 



以下の行為については、注意・警告の対象となり、繰り返しがあった場合や重大と判断される場

合には、退学処分の可能性があります。 

●​ 治安の良くない地域（例：コロン、カルボンマーケット周辺）へ単独で出かけること​
  ※安全確保のため、当校では下町エリアへの外出は必ず複数人で行動することを推
奨しています。 

　上記の地域、および類似する地域内で、事件、事故、盗難、紛失等の損害が発生した

場合でも当校は一切のサポートをいたしません。​
 

 

また、特に以下の行為については、トラブルや事件に巻き込まれるリスクがあるため、当校として

強く注意喚起いたします。 

●​ マンゴーストリート周辺への深夜外出や長時間滞在​
 

●​ 風俗営業店（ビキニバー、ゲイバー、ストリップバーなど）への出入り​
 

●​ 合法的なカジノを除く、ギャンブル施設への立ち入り​
 

これらの行動はすべて生徒自身の責任のもとで行動してください。トラブルが発生しても、当校は

一切の責任を負いかねます。また、事件、事故、盗難、紛失等の損害が発生した場合でも当校

は一切のサポートをいたしません。 

 

4. 退学後の対応について 

退学処分となった場合、納入済みの授業料・寮費・その他費用の返金には一切応じかねます。ま

た、退学後は速やかに退寮・退校していただきます。無断滞在が確認された場合は、必要に応じ

て法的措置を取ることがあります。 

 



教室内・授業に関する規則 
 

当校では、すべての生徒が集中して学べる授業環境を維持するため、以下の規則を定めており

ます。​
 いずれも、講師と他の生徒に対する配慮を基本とし、円滑な授業運営を目的としています。 

 

1. 遅刻・欠席について 

●​ 授業開始時刻から15分以上遅刻した場合は欠席扱いとなり、その授業に対して講師は
実施義務を負いません。​
 

●​ 無断欠席が繰り返される場合、学校からの注意・指導の対象となります。​
 

 

2. 講師に対する態度・発言について 

●​ 講師に対して攻撃的・侮辱的な言動や態度、不適切なジェスチャー等を行った場合、授
業は即時中断され、当該行為は重大な規則違反として処分の対象となります。​
 

●​ 悪質な場合は、警告なしに退学処分となる可能性があります。​
 

 

3. 体調不良・感染症に関する対応 

●​ 風邪、インフルエンザ、ノロウイルスなど感染の恐れがある体調不良が確認された場合、
授業を停止し、必要に応じて医療機関の受診をお願いすることがあります。​
 

●​ 体調に不安がある場合は、無理をせず速やかにスタッフへご報告ください。​
 

 

4. 教室内でのマナーと禁止事項 

●​ 授業中の私語、飲食、大声での発言、他生徒の学習を妨げる行為は禁止です。​
 

●​ 携帯電話はマナーモードに設定し、授業中の通話・SNS利用・撮影行為は禁止です。​
 

●​ 教材の無断複製・録音・録画は禁止です。​
 

 



5. その他 

●​ 授業に関して疑問や不満がある場合は、直接講師に伝えるのではなく、必ず学校スタッ
フを通じてご相談ください。​
 

●​ 授業中の緊急連絡が必要な場合は、学校スタッフが対応しますので、受付までお知らせ
ください。 

 



【動物の持ち込み禁止】 

寮内へのいかなる動物の持ち込みも固く禁止します。​
 理由の如何を問わず、またスタッフが許可した場合であっても例外は認められません。 

違反が確認された場合は、即時退学処分となり、必要に応じて清掃費用をご請求いたします。 

 



危険物・違法物の持ち込み禁止 

寮内への危険物・違法物の一切の持ち込みを禁止します。​
 これには、以下を含みますが、それに限られません： 

●​ 火薬類、ガスボンベ、引火性のある液体やスプレー​
 

●​ 銃器、模造銃、ナイフなどの武器類（ツール用途含む）​
 

●​ 違法薬物、医師の処方がない薬品、覚醒作用のある物質​
 

●​ 法律で禁止されているあらゆる物品​
 

自己判断や無知は免責となりません。​
 スタッフが発見・通報した場合、即時退学処分とし、必要に応じて警察への通報および法的措置
を取ります。 

 
 



壁・設備への加工行為の禁止 

教室、寮内の共用エリア、および個室を含むすべての施設内において、壁・天井・備品・建物構

造物に対し、釘・ねじ・フック等を打ち込む行為を禁止します。 

これは、次のような行為を含みます（ただしこれに限りません）： 

●​ 壁に釘・ピン・フック・押しピンなどを打ち込む​
 

●​ ネジやビスで棚やフックを取り付ける​
 

●​ 両面テープや強力接着剤で物を固定する​
 

●​ 原状回復が困難な穴あけ・貼り付け・加工行為全般​
 

違反が確認された場合、修復費用を全額負担していただきます。状況によっては退学処分となる

場合もあります。 

 



フィリピン入国に関する注意事項 

 

✅ 入国前の準備と注意事項 

1. パスポートの有効期限 

●​ 残り6か月以上の有効期限が必要です。​
 

●​ 帰国日から逆算して180日以上の残存有効期限があるか確認してください。​
 

 

2. 航空券（往復／出国証明） 

●​ 入国時に「出国チケット（帰国チケット）」の提示が必須です。​
留学日程にあわせたチケットを事前に購入してください。SSPの申請期間にも関係しま
す。現地で延長の可能性がある場合は、事前にお申し出ください。​
 

●​ 5週間以上のご留学など、30日を超える滞在の場合、30日以内にフィリピンを出国する航
空券を別途購入をおすすめしています。（例：フィリピン → 日本、または第三国へのチ
ケット）が必要です。 

※上記は、【万が一のため】として、“捨てチケット”と呼ばれるものになります。（1か月以
内に出国する安価なLCC航空券をキャンセル保証などをつけて購入することで、実質
1,500～2,000円程度で捨てチケットを購入していただけます。 

 

【備考】 

入国時に、30日間有効の観光ビザが付与されます。（日本国籍）​
※長期滞在の場合でも、日本でのビザ申請は必要ありません。​
※観光ビザと併せて就学許可証SSP/SSP ICARDを申請します。このSSP/SSP ICARD
により合法的に学習ができるステータスとなります。​
 

 

 

​
 



 

3. eTravel登録（入国前オンライン登録） 

●​ フィリピン政府の公式入国フォームです。​
 

●​ フィリピン到着の72時間前から当日までに登録可能。​
 

●​ 登録完了後に表示されるQRコードは保存必須。​
 

●​ ✅ 登録先：https://etravel.gov.ph​
 

 

 

4. 渡航目的は「観光」「バケーション」 

●​ 入国審査では目的を聞かれることがあります。​
 

●​ 不要な追加質問を避けるため、「Holiday / Vacation（観光・休暇）」と答えてください。​
 

●​ ※語学留学や長期滞在でも、最初は「観光目的」と伝えることが一般的です。​
 

 

5. タトゥー・入れ墨について 

●​ 公共の場（空港や入国審査など）では露出しないように注意しましょう。​
 

●​ タトゥーに対して偏見を持つ入国審査官もいるため、長袖や羽織りなどで隠してください。​
 

 

6. 15歳未満の単独渡航・保護者以外の引率者 

●​ 15歳未満の子どもが単独、または保護者以外の大人と渡航する場合は、WEG（Waiver 
of Exclusion Ground）ビザの取得が必要です。​
 

 

 

7. 持ち込み禁止・制限品（違法） 

https://etravel.gov.ph


●​ 以下の品はフィリピン入国時に没収・罰則の対象になります：​
 

禁止・制限品 内容例 

麻薬類・CBDオイル等 　一切禁止、違反は極めて重罪 

銃器・刃物類 所持禁止（ハサミ・ナイフも注意） 

ポルノ・わいせつな雑誌 紙媒体でもNG 

高額現金 10,000フィリピンペソ以上またはUS$10,000相当以上を持
ち込む場合は申告が必要 

動植物 健康証明書・許可証が必要（基本持ち込み不可） 

 

✅ 入国時の流れ 
1.​ eTravel QRコードを提示​

 
2.​ パスポート確認​

 
3.​ 出国チケット確認​

 
4.​ 簡単な質問（目的、滞在先など）に回答​

 
5.​ 荷物検査・税関通過​

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



🔖 その他おすすめの持ち物・準備 
項目 説明 

滞在先の住所・電話番号控え 入国審査で聞かれることがあります。 
（スマホに保存か紙でご用意ください） 

SIMフリーのスマートフォン  Docomoのahamoが便利です。そのままお使いいた
だけます。詳細は、DocomoのHPを確認してくださ
い。 

英語での自己紹介・旅行目的の説明 不安な人は練習しておくと安心 
（例：「I’m here for vacation.」など） 

防犯対策グッズ スリ防止の小物や財布のチェーン等 

海外旅行保険の証書 現地での病気・ケガに備えて加入してください。 

 
 

 

✅ 最後に 
●​ 日本人は30日以内の観光であればビザ不要でフィリピンに入国可能です。​

 
●​ ただし、事前準備（eTravel、チケット、パスポート）を怠ると入国拒否のリスクもあります。​

 



フィリピン入国：eTravel登録ガイド 

 

✅ eTravelとは？ 

eTravelは、フィリピン政府が運用するオンライン入国申告システムです。フィリピンに入国するす
べての旅行者（フィリピン人・外国人問わず）は、到着予定日の72時間前から当日までに、渡航
情報や健康状態、税関申告などを事前に登録する必要があります。 

●​ 登録サイト：https://etravel.gov.ph​
 

●​ 登録費用：無料（クレジットカード情報の入力は不要）​
 

●​ 登録対象者：フィリピンに到着するすべての旅行者（フィリピン人、外国人含む）​
 

●​ 登録可能期間：到着予定日の72時間前から当日まで 

​
 

 

📝 登録手順 

1. アカウント作成 

1.​ 公式サイト（https://etravel.gov.ph）にアクセスし、「Create an account」をクリック。​
 

2.​ メールアドレスを入力し、送信されたワンタイムパスワード（OTP）を入力。​
 

3.​ パスワードを設定（12文字以上で、大文字・小文字・数字・記号を各1文字以上含む）。 

​
 

2. 個人情報の入力 

●​ パスポート種別：「Foreign Passport Holder」を選択。​
 

●​ 氏名：パスポートと同じ表記で入力。​
 

●​ 性別、生年月日、国籍、出生国を入力。​
 

●​ パスポート番号、発行国、発行日を入力。​
 

https://etravel.gov.ph
https://qqenglish.jp/etravel/?utm_source=chatgpt.com
https://etravel.gov.ph
https://philippines-university.jp/e-travel/?utm_source=chatgpt.com


●​ 職業を選択（例：Worker、Studentなど）。​
 

●​ 連絡先：日本の携帯番号を「+81」で入力（先頭の0は省略）。 

 

3. 永住国と住所の入力 

●​ 永住国：「Japan」を選択。​
 

●​ 住所：英語表記で入力（例：1-1-1 Marunouchi, Chiyoda-ku, Tokyo）。​
 

4. 渡航情報の入力 

●​ 渡航者情報：「For Me（Current User）」を選択。​
 

●​ 交通手段：「Air」を選択。​
 

●​ 渡航目的：「Holiday / Pleasure / Vacation」を選択。​
 

●​ 旅行者タイプ：「Aircraft Passenger」を選択。​
 

●​ フライト情報：​
 

○​ 航空会社名：例）Philippine Airlines、Cebu Pacificなど。​
 

○​ 便名：例）PR433。​
 

○​ 出発国：「Japan」。​
 

○​ 出発空港：例）Narita International Airport。​
 

○​ 出発日、到着空港（例：Mactan-Cebu International Airport）、到着日を入力。​
 

●​ 滞在先情報：​
 

○​ 滞在タイプ：ホテルやコンドミニアムの場合は「Hotel / Resort」を選択。​
 

○​ 滞在先住所：ABC Hotel and Homes, 15 Floor, Salinas Drive, Lahug, Cebu 
City, Philippines。​
 

○​ 電話番号：(032) 564-9731。​
 

5. 健康状態の申告 

●​ 過去30日間の病歴や感染症の接触歴についての質問に回答。​
 

https://ryugaku.lishinc.co.jp/how-to-register-etravel/?utm_source=chatgpt.com
https://philippines-university.jp/e-travel/?utm_source=chatgpt.com


●​ 該当がなければ「No」を選択。​
 

6. 税関申告 

●​ 持ち込み品や通貨に関する申告を行います。​
 

●​ 申告が必要な場合は「Yes」、ない場合は「No」を選択。 

7. 最終確認とQRコードの取得 

●​ 入力内容を確認し、問題がなければ「Submit」をクリック。​
 

●​ 登録完了後、QRコードが表示されます。​
 

●​ QRコードはスマートフォンに保存、または印刷して保管してください。​
 

 

📌 注意事項 

●​ 登録期間：フィリピン到着の72時間前から当日まで。​
 

●​ 登録費用：無料。クレジットカード情報の入力は不要です。​
 

●​ QRコードの提示：日本出発時のチェックインカウンターおよびフィリピン到着時の入国審
査で提示が求められます。​
 

●​ 詐欺サイトに注意：クレジットカード情報の入力を求められるサイトは詐欺サイトです。 

 

https://philippines-university.jp/e-travel/?utm_source=chatgpt.com
https://philippines-university.jp/e-travel/?utm_source=chatgpt.com


セブ島で購入できるもの 
 

 
セブ島には、大型のショッピングモールがいくつもあり、生活に必要なものは全て購入が可能で

す。​
徒歩圏内にITパークというビジネス街があり、ITパークに行くと、日常生活で必要なものはほぼそ
ろえることが可能です。 
 
購入できないものは日本独自のもので、日本語の本（参考書や雑誌、漫画）、日本語キーボード

のパソコンやキーボード、日本のお薬などになります。 
 
衣類、日用品などは、現地で購入ができますので、長期留学の方は現地での購入もおすすめで

す。 
 
 
下記、セブ島で購入できるものの抜粋となります。 
 
 
 
・医薬品関連 
 

1 各種お薬 購入可能 基本的なお薬関係は、現地で購入可能です。ただし、
現地で購入できるものは、効き目が強い可能性があ
りますので、風邪薬、胃薬、頭痛薬、咳止めなどはお
持ち込み頂いた方が宜しいかもしれません。 

2 コンタクトレンズの洗浄液 購入可能 基本的に購入可能です。着け心地を良くするための
目薬などは持参いただいた方が良いかもしれませ
ん。 

3 コンタクトレンズ 購入可能 購入可能ですが、持参をおすすめしております。 

4 目薬 購入不可 おそらく購入不可。日本より持参してください。 

5 のど飴 購入可能 マンツーマンレッスンで、話す量が多いので、喉を傷
める方が多いです。持参いただいた方が良いかもし
れません。 

 
 
 
・日用品関連 
 

1 スキンケア用品 購入可能 基本的に購入可能です。ただ、こだわりがあれば持参
が良いかもしれません。 

2 化粧品 購入可能 基本的に購入可能です。ただ、こだわりがあれば持参
が良いかもしれません。 

3 シャンプー 購入可能 ドラッグストアが近くにありますので、すぐにお買い求
めいただけます。 



4 ボディソープ 購入可能 ドラッグストアが近くにありますので、すぐにお買い求
めいただけます。 

5 歯磨き粉 購入可能 ドラッグストアが近くにありますので、すぐにお買い求
めいただけます。 

6 
 

生理用品 購入可能 肌荒れしやすいなどあれば、ご持参いただいた方が
よいかもしれません。 

7 ヘアーワックス/オイル 購入可能 ドラッグストアが近くにありますので、すぐにお買い求
めいただけます。 

8 歯ブラシ 購入可能 ドラッグストアが近くにありますので、すぐにお買い求
めいただけます。 

9 タンブラー/コップ 購入可能  

10 眼鏡 購入可能 ただし、種類やデザイン性、価格の安さから日本から
の持参がお勧めです。 

11 傘 購入可能 ただし、折り畳み傘を日本から持参した方がよいかも
しれません。 

12 ウェットティッシュ 購入可能  

13 ポケットティッシュ 購入可能  

14 タオル類 購入可能 かさばるため、1日、2日分を持参いただき、現地購入
が良いかもしれません。 

 
 
 
 
・衣類関連 
 

1 衣類/下着類 購入可能 セブ島ではユニクロも購入可能です。 

2 靴/サンダル 購入可能  

3 バック 購入可能 外出用のためにジッパーで口が完全に閉まるものを
持参してください。 

4 水着 購入可能 ただし、クオリティやデザイン性など、持参いただいた
方が良いかもしれません。 

 
 
 
・電化製品 
 

1 スマートフォン 購入可能 日本よりも種類があります。 

2 ドライヤー 購入可能 持参するとかさばるかと思いますので、現地購入が良
いかもしれません。日本とは電圧が異なる点も注意が



必要です。 

3 パソコン 購入可能 日本語キーボードではありません。 

4 タブレット 購入可能 日本よりも種類があります。 

5 モバイルバッテリー 購入可能  

6 変圧器 購入不可  

 
 
 



周辺施設のご案内（徒歩圏内） 

 

当校は、徒歩5分圏内にドラッグストア、レストラン、スーパーマーケット、コンビニエンスストア、ラ
ンドリーショップがそろっており、非常に便利な環境です。ドラッグストアがすぐ近くにありますの

で、日本から持参されるお持物を極力減らしていただけます。 

また、衣類やタオルなども徒歩10分程度歩いていだくとショッピングモール（ITパーク内）がありま
すので、現地でもすぐにお買い求めいただけます。 

 

徒歩5分圏内 
 

【ドラッグストア】 

●​ Threesixty Pharmacy 

●​ Watsons 

飲料水、ボディソープ、シャンプー、ハンドソープ、化粧水、歯磨き粉、歯ブラシ、トイレットペー

パー、ウェットティッシュ、ティッシュなどの日用品はすぐに購入できます。 

 

【レストラン】 

●​ AA BBQ（フィリピン料理） 

●​ Chika-an Sa Cebu（フィリンピン料理） 

●​ Da-In Korean Restaurant（韓国料理） 

●​ Overload Avenue（フィリピン料理） 

●​ The Ching Palace（中華料理） 

教室のすぐ隣には、有名なフィリピン料理店「AA BBQ」があります。外出時や帰宅時の目印にも
なります。 

 

【スーパーマーケット】 

●​ IGO MART（韓国系スーパー）​
 飲料水、スナック、インスタント食品、生鮮食品などが購入可能です。 

 

 



 

【ランドリーショップ】 

●​ LAUNDRY ORO 

●​ Wash N' Dry 

午前中にお預けいただくと、当日夕方には仕上がります。洗濯・乾燥・たたみまで対応していま

す。 

 

【コンビニエンスストア】 

●​ 7-Eleven 

日本ほどの品揃えはありませんが、基本的な日用品や軽食などを手軽に購入できます。 

 
 
 
 

徒歩10分圏内：ITパーク 

徒歩約10分の場所には、セブで有名な商業エリア「ITパーク」があります。​
 ITパーク内には、以下のような施設がそろっており、留学生活中によく利用される便利なエリア
です。 

●​ ショッピングモール（アパレル、電化製品、生鮮食品、雑貨、ドラッグストア、日用品など） 

※ITパーク内のショッピングモールの中には、スーパーマーケットもあります。そこではイ
ンスタント食品、スナック類、フルーツ、ボディソープやシャンプー、石鹸など、日常で必要

なものを購入していただけます。​
 

●​ 各種レストラン・カフェ 

●​ ファーストフード店 

●​ 銀行・ATM（あらかじめ海外ATMで利用できるデビットカードをご用意ください。現金の引

出し手段として重宝します。） 

●​ 薬局 

 



 
 

託児所のご案内 
 

新キャンパスから徒歩約5分の場所に、提携託児所がございます。​
 大通り沿いを歩き、サブディビジョン内に入るとすぐの位置にあり、通いやすい環境です。 

 

■ 営業時間とレッスン調整 

託児所の営業時間は、午前8時から午後6時までです。​
 送迎時間の都合を考慮し、託児所をご利用のご家庭については、保護者の方のレッスン時間を
調整させていただきます。 

 

 

■ 託児所の1日の流れ（スケジュール例） 

時間 内容 

8:00 営業開始 

10:30 アクティビティクラス 

11:30 昼食 

13:00 お昼寝（※希望者のみ） 

16:00 英語クラス（※希望者のみ） 

18:00 営業終了 

※16:00からの英語クラスは、希望者がいる場合に開講されます。​
 ※アクティビティや授業では、イスに座って過ごすため、受講対象は3〜4歳以上となります。 

 

 

 



 

■ 対象年齢・対応言語 

●​ 1歳未満からお預かり可能です。1歳未満の場合は、事前にご相談ください。​
 

●​ 託児スタッフは英語対応のため、お子さまは自然な英語環境でお過ごしいただけます。​
 

 

■ 食事・設備について 

●​ 昼食は各ご家庭でご用意ください。​
 

●​ お弁当をご準備いただくための調理設備については、事前にご相談ください。​
 

●​ また、学校の昼食を注文することも可能です（別料金）。​
 

 

 

■ お預けに必要な持ち物（参考例） 

●​ 着替え（上下1セット以上）＋ おむつ（必要な場合）​
 

●​ お尻ふき（ウェットティッシュ）​
 

●​ 歯ブラシ​
 

●​ お弁当・おやつ（午前・午後用、クラッカーなど）​
 

●​ 水筒（※水は託児所で補充可能）​
 

●​ 手拭きタオル、昼寝用の小さな枕カバーやタオル（※昼寝希望の場合）​
 

●​ 塗り絵やワークブック（必要に応じて）​
 

※ロッカーをご用意していますので、上記の持ち物はまとめて常備しておくことも可能です。 

 

 

 

■ ご利用料金と割引について 



●​ 託児所のご利用料金は、現地にてペソでお支払いいただきます。​
 

●​ 語学学校と託児所のセット割引が適用される場合、託児所料金から10％割引されます。​
 

料金表はこちらになります。​
https://cbea-childcare.com/rate/ 

 

 

ご不明な点があれば、いつでもお気軽にお問い合わせください。​
 安心してお子さまを預けられる環境を整えております。 

 



日本の銀行で発行できる海外対応デビットカード 
 

日本国内で発行され、フィリピンなど海外のATMで使えるデビットカードには、以下のような銀行
の選択肢があります。多くはVISAデビットやJCBデビットなどの国際ブランドが付帯しており、現
地ATMで現地通貨（PHP）を引き出すことが可能です。 

 

※情報が最新でない可能性がありますので、ご自身で再度ご確認をお願いいたします。 

※セブ島の教室では、現地で必要な費用をお支払いいただきます。現金を持参していただき、両

替していただくか、デビットカードなどでの引出し手段の確保をお願いいたします。 

 
 

✅ メガバンク 

銀行名 国際ブランド 海外ATM利用 備考 

三菱UFJ銀行 VISA / JCB ◯（Cirrus、
PLUS） 

ATM手数料＋為替手数料あ
り 

三井住友銀行 VISA ◯ アプリ管理が便利、Vpassで
利用確認可 

みずほ銀行 JCB / VISA ◯ 使えるATMが限られることあ
り（JCBは注意） 

 
 
 

 

✅ ネット銀行・地方銀行（利便性・手数料面で人気） 

銀行名 国際ブランド 海外ATM
利用 

特徴・メリット 

楽天銀行 VISA / JCB ◯ 月1回までATM手数料無料、
使いやすい 

住信SBIネット銀行 VISA ◯ ランクに応じて海外ATM利用
料無料枠あり 



ソニー銀行 VISA ◯ 為替手数料が業界最安クラス

（+1.76%） 

PayPay銀行​
（旧ジャパンネット銀

行） 

VISA ◯ スマホで残高管理がしやすい 

    

 

💡 フィリピンでのATM利用時のポイント 
●​ PLUSまたはCirrusのマークがついたATMで使えます（多くのATMが対応）。​

 
●​ ATM利用手数料（フィリピン側）として1回あたり200〜300ペソ程度引かれることがありま
す。​
 

●​ 日本側の銀行も**110～220円のATM手数料＋為替手数料（1.5%〜3%）**を加算。​
 

●​ 利用可能な引き出し上限金額に注意（例：1日5万円など）。​
 

●​ ATM操作は英語表記になります。​
 

 
 



時間割について 
 
 
1レッスンは、45分で提供されます。Aシフト、Bシフトに分かれてレッスンが提供されます。下記い
ずれかのコマの中で、お申込のレッスンが提供されます。 
下記のお客様は、例外的に時間調整を優先いたします。 
 
 
【 優先的な時間調整をさせていただく生徒様 】 
・親子留学で、託児所をセットでお申込され、送り迎えなどが必要な場合 
 
 
 
2025年は、Aシフトのみとなります。 
 
１．Aシフトのスケジュール 
 

　1コマ目 　  8：00 ～   8：45 

　2コマ目 　  8：55 ～   9：40 

　3コマ目 　  9：50 ～ 10：35 

　4コマ目 　10：45 ～ 11：30 

　   昼食 　11：40 ～ 12：25　（実質 11：30～12：35） 

　5コマ目 　12：35 ～ 13：20 

　6コマ目 　13：30 ～ 14：15 

　7コマ目 　14：25 ～ 15：10 

　8コマ目 　15：20 ～ 16：05 

　9コマ目 　16：15 ～ 17：00 

　10コマ目 　17：10 ～ 17：55　 ※ピークシーズンのみ 

 
 
​ ​  
 
 
 
 
 
 
 
 



 
2．Bシフトのスケジュール 
 

　1コマ目 　  8：00 ～   8：45 

　2コマ目 　  8：55 ～   9：40 

　3コマ目 　  9：50 ～ 10：35 

　4コマ目 　10：45 ～ 11：30 

　5コマ目 　11：40 ～ 12：25 

　昼食 　12：35 ～ 13：20　（実質 12：25～13：30） 

　6コマ目 　13：30 ～ 14：15 

　7コマ目 　14：25 ～ 15：10 

　8コマ目 　15：20 ～ 16：05 

　9コマ目 　16：15 ～ 17：00 

　10コマ目 　17：10 ～ 17：55　 ※ピークシーズンのみ 

 
 
​ ​  
 



注意事項について 
 
 
 
将来的には、当校専用としてコンドミニアム全フロアをドミトリー化する予定です。 
ただし、2025年度については、複数のお部屋を段階的に借りる形（いわゆる「虫食い状態」）での
運用となります。 
 
そのため、隣接するお部屋に一般の方（学校関係者以外）が滞在される可能性がございます。 
 
現在、フロア全体を当校で一括借上げできるよう調整を進めておりますが、上記の点につきまし

て、何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 



【学校・寮規則：フィリピンの祝日について】 

 

フィリピンでは、祝日が直前に制定される場合があります。​
当校では、フィリピンの祝日を休校日とし、授業は行いません。 

また、祝日における寮の食事提供は「ブランチ（朝昼兼用）と夕食の2回」となりますので、あらか

じめご了承ください。 

政府発表による突然の祝日変更にも対応いたしますので、前日または当日に告知される場合が

ございます。 

 
予めご了承の程お願いいたします。 
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